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 朝日町長　鈴木浩幸
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ひとつの地球は、
みんなの地球

～みんなで守る私たちの故
ふ る さ と
郷地球～

　世の中は、非常に合理的にバランスよく位置
取りされた世界・空間で成り立っています。空気
中の窒素は約78％、酸素は約21％。残り１％中
０．９％がアルゴン。二酸化炭素については
０．０４％。その他多くの希少気体が混ざり合い
ながら、地球上の大気は構成されています。こ
の割合がほんの少しでも変化するようなことが
あると、生命体の生存環境が大きく影響を受け
ざるを得なくなります。
　ごく普通に暮らしている私たち人間は、多種多
様な生命体と、同じ時を同じ空間の中でともに生
きています。地上を覆う空気は途切れることなく
地球を包み、壮大な流れの中、すべての生命体
の命をも包み込んでいます。
　巨大生命と化した人間社会は、かつて繁栄を
極めた恐竜時代のように、自らの巨大さ故に臨機
応変に環境変化に対処することができず、手を
こまねいている間に、手遅れとなり滅んでしまう
のではないかと危惧されます。
　私たちの故

ふるさとちきゅう
郷地球は、そこに住む全ての生命

と万物との調和によって成り立っています。地球
を揺るがす様々な危機も、その微妙なバランス
のず

・ ・
れが起因していると思われます。今日のコロ

ナ禍も例外ではありません。バランスのず
・ ・
れとは

一人一人の心のず
・ ・
れのことであり、自己中心的な

思考と相手を思いやる温かみの欠けた行動様式
が深く関わっているのではないかと思われます。
　「世界中の空気はひとつにつながっています。
環境問題はぼくたちに無関係なことではありませ
ん。ぼくたち人間は、美しい地球、美しい日本を
守るために努力をしていかなければいけないと思
います。」これは空気神社竣工式で伝えた立木小
学校６年大井修君のメッセージです。この思い
が30年後の現在、コロナ禍に覆われた空気の中、
ひしひしと胸に響いてきます。
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こ
の
た
び
朝
日
町
企
業
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
が
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
町
が
若
者
等
に
町
内

企
業
の
具
体
的
な
情
報
や
働
く

魅
力
を
発
信
し
て
、
町
内
企
業

へ
の
就
業
に
結
び
付
け
る
こ
と

を
目
的
に
作
成
し
て
い
る
も
の

で
、
朝
日
中
学
校
の
ほ
か
近
隣

市
町
の
高
等
学
校
に
配
布
さ
れ

ま
し
た
。

　
企
業
ガ
イ
ド
は
こ
れ
ま
で
３

年
に
１
回
更
新
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
作
成
し
た
も
の
は

既
存
の
も
の
か
ら
デ
ザ
イ
ン
が

一
新
さ
れ
、
朝
日
町
の
テ
ー
マ

カ
ラ
ー
で
あ
る
赤
白
ボ
ー
ダ
ー

を
基
調
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

　
町
事
業
振
興
協
議
会
を
ベ
ー

ス
に
町
の
主
要
な
企
業
15
社
が

掲
載
さ
れ
、
企
業
の
製
品
や
成

果
物
、
サ
ー
ビ
ス
等
と
と
も
に

社
員
の
生
の
声
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

作
成
を
担
当
し
た
職
員
は
、

「
具
体
的
な
仕
事
の
内
容
を
掲
載

す
る
こ
と
で
、
そ
の
企
業
が
ど

う
い
う
企
業
な
の
か
一
目
で
分

か
る
よ
う
に
し
て
、
将
来
そ
の

企
業
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
内
容
を
目
指
し

ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
他
に
も
町
外
の
方
向
け
の
お

ま
け
要
素
と
し
て
、
町
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
や
観
光
特
産
品
の
情

報
を
載
せ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
っ
て
い
る
若
者
向
け
と
し

て
各
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
な
が
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。

　

企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先  

総
合
産
業
課

☎
67-

２
１
１
３

朝
日
町
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

！

リニューアル！

町ホームページへ

旧企業ガイドブック

　「朝日町空気の日」の６月５日、緑鮮やかな空気神社を撮影し
ました。この日は青空が広がり太陽が照りつける気温の高い日
でしたが、階段を登り神社に着くと不思議とあまり暑く感じませ
んでした。その清浄なる空気と虫の音だけが聞こえる静

せい
謐
ひつ

なひ
とときに心が癒されました。（９頁に関連記事）

　表紙の写真

町長歳時記　
Pick Up News
　朝日町企業ガイドブックがリニューアル！
特集
　元気な朝日町をずっと続けていくために　
町政スポット
　・塚本旦道さんが旭日双光章、小林晴雄さんが瑞宝単光章
　・６月５日は「朝日町空気の日」空気に感謝する議会
　・寄付採納報告
　・「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイント　ほか
新型コロナウイルス感染症に伴う経済支援策まとめ
輝け未来のアスリート 朝日町スポーツ少年団
それいけ協力隊とウサヒ、町立図書館コーナー
健康あさひるばんざい、朝日町エコミュージアムサ
テライト散策、戸籍のまど、となりのりんごさん、貸
出用図書バッグを作成しました
広報あさひまち版 桃色ウサヒの間違い探し
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人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
日
本
。
町
で
は
人
口
減
少
の
幅
を
可
能
な
限
り
抑
え
、
町
の
将
来
に
希
望
を
持
っ
て

活
動
す
る
「
希
望
人
口
」
を
増
や
す
た
め
、
平
成
27
年
度
に
「
朝
日
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と
「
朝
日
町
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第
２
期 

朝
日
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
も
、
継
続
し
て
希
望
が
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、朝
日
町
の
魅
力
が
町
外
へ
波
及
し
、町
を
訪
れ
る
「
交
流
人
口
」、町
と
つ
な
が
り
を
持
つ
「
関

係
人
口
」
が
増
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

元気な朝日町を
　　 ずっと続けていくために

「第２期 朝日町まち・ひと・しごと創生総合戦略」と「朝日町人口ビジョン」

（
図
表
１
）
総
人
口
及
び
年
齢
３
区
分
別
の

　
　
　
　
　

人
口
の
推
移

――――――――朝日町人口ビジョン

朝
日
町
の
人
口
の
現
状
と
将
来
の
推
計

人
口
減
少
が
将
来
に
与
え
る
問
題
点

①
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

　
町
民
税
や
公
共
料
金
収
入
の
減
少
な
ど
に
よ
り

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
、
生
活
水
準
が
低
下
す

る
恐
れ
が
あ
る
。（
道
路
、病
院
、学
校
、消
防
体
制
、

除
雪
体
制
、
ご
み
収
集
、
町
営
交
通
機
関
な
ど
の

維
持
の
困
難
。
医
療
、
介
護
、
子
育
て
等
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
ど
）

②
若
者
の
負
担
の
増
加
　

　
高
齢
者
の
増
加
に
伴
う
社
会
保
険
料
や
医
療
費

の
増
額
な
ど
、
社
会
保
障
に
係
る
経
済
的
負
担
の

増
加
や
、
地
域
の
協
力
体
制
や
行
事
等
に
お
け
る

若
者
の
負
担
の
増
加
等
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
。

③
地
域
で
の
協
力
体
制
の
維
持
の
困
難

　
地
域
を
支
え
る
担
い
手
が
不
足
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
で
の
協
力
体
制
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
困
難
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

④
地
域
の
伝
統
・
文
化
の
喪
失

　
地
域
の
行
事
や
祭
り
、
文
化
遺
産
の
管
理
な
ど

を
行
う
人
が
い
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
伝

統
や
文
化
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

⑤
町
の
に
ぎ
わ
い
の
減
少

　
買
い
物
す
る
人
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
商
店
街

や
町
に
活
気
が
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

⑥
町
の
産
業
の
衰
退

　
農
業
や
商
店
、
企
業
等
で
働
く
人
が
少
な
く
な

る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
産
業
が
衰
退
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
働
く
場
所
が
少
な
く

な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

⑦
自
然
の
荒
廃

　
山
林
や
家
屋
を
管
理
す
る
人
が
い
な
く
な
る
こ

と
に
よ
り
、
荒
地
や
空
き
家
が
増
加
す
る
恐
れ
が

あ
る
。

⑧
災
害
対
応
力
の
低
下

　
人
口
減
少
に
よ
る
消
防
団
の
機
能
の
低
下
や
町

民
税
の
減
少
等
に
よ
る
町
の
財
政
基
盤
の
低
下
に

よ
り
、
災
害
を
受
け
た
際
に
災
害
に
耐
え
る
力
や

被
災
者
を
救
助
す
る
力
、
イ
ン
フ
ラ
を
復
旧
す
る

力
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

⑨
生
き
が
い
の
減
少

　
一
緒
に
支
え
あ
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
い

う
同
世
代
の
仲
間
が
い
な
く
な
る
こ
と
で
、
生
き

が
い
が
な
く
な
り
、
さ
ら
に
地
域
か
ら
の
転
出
が

加
速
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

⑩
老
老
介
護
の
増
加

　
高
齢
者
の
世
話
を
す
る
若
者
が
い
な
く
な
る
こ

と
で
、
高
齢
者
の
世
話
を
高
齢
者
が
行
う
老
老
介

護
の
状
態
が
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
る

人口ビジョンとは…朝日町の人口の現状を分析し、今後町が目指すべき将来の方向と人口の
　　　　　　　　  将来展望を示したもの

　
１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）に
は
１
０
，４
１
７
人
だ
っ

た
町
の
総
人
口
が
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
に
は
、

７
，
１
１
９
人
に
減
少
し
て
い
る
。
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
人
口
推
計
に
よ
れ
ば
、
２
０
４
０

年
の
朝
日
町
の
総
人
口
は
３
，
９
８
６
人
と
推
計
さ
れ

て
お
り
、
５
年
前
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
予
想
人
数
４
，

４
４
４
人
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

【出典】総務省「国勢調査」、国立社会保障・
人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」

（
図
表
２
）
自
然
増
減
と
社
会
増
減
の

　
　
　
　
　

推
移

総人口転出転入死亡出生

0

500

1,000

1,500

2,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0

2,000

4,000

転
入・転
出
数
／
出
生・死
亡
数（
人
）

総
人
口（
人
）

197
6～
198
0

198
1～
198
5

198
6～
199
0

199
1～
199
5

199
6～
200
0

200
1～
200
5

200
6～
201
0

201
1～
201
5

自然減数

社会減数

（年）

　
１
９
９
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
徐
々
に
社
会

減
数
（
転
入
者
数

－

転
出
者
数
）
が
抑
制
さ
れ
て

き
て
い
る
が
、
出
生
者
数
の
減
少
と
死
亡
者
数
の

増
加
が
相
ま
っ
て
自
然
減
数
（
出
生
者
数

－

死
亡

者
数
）
の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

【出典】朝日町「住民基本台帳」

朝
日
町
の
人
口
動
向
の
分
析
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〜
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歳
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〜
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歳
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〜
19
歳
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〜
24
歳

25
〜
29
歳

30
〜
34
歳

35
〜
39
歳

40
〜
44
歳

45
〜
49
歳

50
〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

70
〜
74
歳

75
〜
79
歳

80
〜
84
歳

85
〜
89
歳

90
歳
以
上

純
移
動
数
（
人
）

■ 県外（東京圏以外）
■ 東京圏（埼玉、千葉、東京、神奈川）
■ 県内（山形市及び寒河江市以外）
■ 寒河江市
■ 山形市

※純移動数 ： 2018年の転入者数から転出者数を差し引いた値

2018年純移動者総数 ： －102人
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合計特殊出生率（朝日町）合
計
特
殊
出
生
率（
%
）

出
生
数（
人
）

（年）

1
9
9
0

1
9
9
5

2
0
0
0

2
0
0
5

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
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2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

※合計特殊出生率 ： 一人の女性が平均して一生の間に産む子どもの数を表すもの

分
析

人
口
の
流
出
が
大
き
い
年
代
は
、

①
15
～
19
歳 （
高
校
、
大
学
へ
の
進
学
又
は
就
職
）

②
20
～
24
歳（
大
学
へ
の
進
学
～
就
職
）

③
25
～
39
歳（
結
婚
や
再
就
職
な
ど
）

↓
朝
日
町
の
社
会
減
数
の
う
ち
15
～
39
歳
の
若

年
者
層
が
約
７
割

要
因

流
出
先
と
そ
の
要
因
は

①
東
京
圏
（
東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神

奈
川
県
）
が
４
割
弱
←
大
学
の
選
択
肢
の
多
さ

②
東
京
圏
が
約
５
割
←
就
職
先
の
選
択
肢
の

多
さ

③
寒
河
江
市
県
内
が
約
８
割
弱
←
結
婚
を
機

に
町
外
の
ア
パ
ー
ト
に
住
む　
な
ど

分
析

合
計
特
殊
出
生
率
は
１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）

以
降
減
少
し
、
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
か

ら
２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
ま
で
の
５
年
間

の
平
均
は
１
．
５
３
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

年
間
出
生
者
数
は
１
９
９
０
年
（
平
成
２
年
）

の
91
人
と
比
較
し
て
、
３
分
の
１
近
く
ま
で
減

少
し
、
半
分
以
下
の
約
35
人
と
な
っ
て
い
る

要
因

晩
婚
化
、
未
婚
化
の
進
展
←
収
入
の
不
安
定
に
よ
る

将
来
へ
の
不
安
、
出
会
い
の
場
の
減
少
、
趣
味
や
仕

事
に
忙
し
く
そ
も
そ
も
恋
愛
に
消
極
的　
な
ど

子
育
て
負
担
の
増
大
←
働
く
女
性
の
増
加
、
核

家
族
の
増
加
、
収
入
の
不
安
定
に
よ
る
子
育
て

の
経
済
的
負
担
の
増
大　
な
ど

朝
日
町
が
今
後
取
り
組
む
べ
き
方
向

　
町
が
一
丸
と
な
っ
て
次
の
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
人
口
の
減
少
の
幅

を
可
能
な
限
り
抑
え
、
い
つ
ま
で
も
元
気
な
朝
日
町
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

若年者層の転出抑制
と U ターン促進、移
住促進により若者の
数を増やす

人口の多くを占める
高齢者がいつまでも
健康で元気に過ごせ
る環境を整える

結婚・出産・子育て
しやすい環境を整え
ることで子どもの数
を増やす
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第２期 朝日町
まち・ひと・しごと
　　　　　創生総合戦略

総合戦略とは…人口減少と少子高齢化を食い止め、朝日町の活力を維持するため
に必要な今後５か年の基本目標や具体的な施策を示したもの　　

若者たちの地元定着と交流・移住の促進

１　「『しごと』の魅力の発信」、「新たな『しごと』の創出」 ３　町の未来を信じ、自ら活動する「ひと」の増加

結婚に対する意識の醸成、
出産・子育てのしやすい環境の整備

　仕事をしていても、安心して子育てに取り組める、女性にや
さしい町を目指します。自分の仕事に自信と誇りを持つことで、
結婚、出産に対しても自信が持てる町になることを目指します。

（１）仕事と子育てとの両立を支援する施設の充実
・保育園や放課後児童クラブの充実
・子どもが病気でも働くことのできる環境を整備
・放課後における安全安心な子どもの居場所をつくる

（２）子育てしやすい職場環境の整備を促進
（３）自分の仕事に対する自信と誇りの醸成

１　結婚・出産・子育てと「しごと」との両立

　町に住む人みんなが結婚に向けて積極的に取り組める場の雰
囲気を作り、町民一人一人が幸せな家庭を築ける町になること
を目指します。出産や子育てに不安や負担を感じることなく、
希望する数の子どもを持つことが実現できる町を目指します。

（１）結婚に向けた「ひと」との出会いを創出
・出会いの場づくりに対する支援・仲人活動への支援 など

　町に活気を取り戻すためには、子どもの声が響き渡る地域を
取り戻すことが必須です。子育てしやすい町になることで、地
域で遊ぶ子どもの姿が増える町になることを目指します。

（１）地域への子どもの定着
（２）子どもの遊び場の充実

３　子育てしやすい「まち」を創生

２　結婚に向けた「ひと」との出会いを創出し、
　　出産・子育てに携わる「ひと」の不安・負担を軽減

（２）出産・子育てにおける不安・負担を軽減
（３）子育てについての意識啓発

高齢者や障がい者が生涯現役でいきいきと
住み続けることのできる環境を整備

　高齢者や障がい者がいつまでも仕事に取り組むことのできる
環境を整えることで、生きがいを持って毎日を送りたい、孫に
プレゼントを買えるような収入を得たい、といった多様な希望
をかなえられる町になることを目指します。

（１）高齢者や障がい者の仕事づくりを支援
・高齢者や障がい者が自らの能力を活用して社会参加する場

の確保 など

１　高齢者や障がい者が生きがいを持って取り組める
　　「しごと」を創生

　医療と介護の充実を図り、高齢者や障がい者がいつまでも健
康で元気に毎日を送ることができる町になることで、町の活力
が維持されることを目指します。

（１）いつまでも健康で元気な高齢者の増加
・健康づくり事業や生きがいづくり活動に対する支援

（１）除雪の負担を軽減

（２）高齢者や障がい者の足の確保
・デマンドタクシーの運行、自動運転の導入に向けた検討

（３）高齢者や障がい者の日常生活を支援する体制の充実
・訪問サービスの充実や高齢者向け集合住宅の整備
・住民、ボランティア、民間企業など多様な主体による生活

支援サービスの提供体制の構築
・地域での高齢者や障がい者の災害時の避難支援体制の整備
・包括的な障がい者福祉サービスの提供

２　いつまでも健康で元気な「ひと」を創生

　地域に高齢者や障がい者などが集まれる場所や相談体制・
サポート体制を通した支え合える環境をつくることで、いつま
でもいきいきと住み続けることのできる町を目指します。

３　高齢者や障がい者がいつまでもいきいきと住み続け
　　ることのできる「まち」を創生

基 本
目 標 ２

基 本
目 標 ３

基 本
目 標 １

　町内で働く魅力を広く発信し、地元で働きたい人を温かく迎
えられる町を目指します。創業を希望する意欲のある人材を支
える環境を整え、新たな仕事を創出できる町を目指します。

（１）商工業への就職を促進
・町内企業等の魅力の情報発信
・町内の商工業の質及び収益性の向上
・全国に向けた積極的な企業誘致、新規創業、継業促進 など

（２）就農の促進
・町内の農業の質及び収益性の向上
・「農業始めるなら朝日町」の実現
・年間を通して仕事を作ることにより、
　就農者の生活の安定性向上
・女性の就農促進を図る

　交通の不便さ、雪の多さ、賃貸住宅の少なさという朝日町の
弱点をできるだけカバーすることで、住民が少しでも不便さを
感じずに生活できる町になるよう取り組んでいきます。

（１）空き家を有効活用し、住宅として提供
　

（２）住民ニーズに対応した住環境を整備
　

（３）交通の負担軽減
・山形市直行バスの運行、寒河江市直行バスの運行、バスの定

期券の購入費への支援、自動運転の導入に向けた検討　など

（４）若者の集まる場を設ける

２　若者たちが住み続けることのできる「まち」を創生

　住民が町の未来に希望を持って、もっと良くなるにはどうし
たらよいか考え、楽しみながら取り組む活気のある町を目指し
ます。それらが町外・国外の人にも波及し、町への来訪者や移
住する人が増える好循環が生まれることを目指していきます。

（１）町を愛する気持ちの育成とその維持
・エコミュージアム等を活かしたふるさと教育の充実
・まちづくりに若者が参画する場や機会の創出
・郷土を愛し、きれいな町をつくる など

（２）将来のまちづくりを担う人材・組織の育成と確保

（３）町の特色を活かした満足度の高い教育の実施
・自然体験活動やボランティア活動等を通して、豊かな心を

育成
・小規模校であることを活かした学校と地域の交流促進
・少人数であることを活かしたきめの細かい学習指導
・保育園、小学校、中学校が連携した一貫した就学の支援
・国際化の時代に対応した広い視野を持った人材の育成 など

（４）観光振興により交流・関係人口の拡大
・観光資源の整備・活用の充実や観光情報発信の強化
・町の魅力を活かしたグリーンツーリズムと町内施設の連携
・インバウンドの促進やイベント開催による交流人口の拡大 

など

（５）若者たちの地元定着・移住を促進
・移住希望者に対する情報発信の強化
・移住体験をする機会の創出 など

　今回第２期総合戦略を策定し
たわけですが、計画を作って終
わりで満足せず、町民みんなで
実行していかなければと思いま
す。まずは配付された冊子を読
んで各家庭で話すきっかけにな
ればいいのかなと思いました。

  参加委員の声

農業振興・経済対策チーム　鈴木 聡　委員

 　現状を踏まえて、これから朝
日町がどうなっていくかという
ところについて話をして、大変
勉強をさせていただきました。
私自身これから町で楽しく暮ら
していくにはどうしていくべき
か強く考えさせられました。

  参加委員の声

地域づくり・交流・移住チーム　石井 好秀　委員

 

　正直町をあまり好きじゃなかっ
たのですが、会議に参加して、本
当は町のことが好きなんだと気が
付きました。会議に参加した人た
ちからはすごい熱量を感じて、そ
の熱量を町の人みんなが持てば
町は変わるのではと思いました。

  参加委員の声

ライフステージチーム　海野 真子　委員

 

素朴な疑問コーナー
Ｑ : 第６次総合発展計画（画像左）
とまち・ひと・しごと創生総合戦略

（画像右）って何が違うの？
Ａ :「第６次朝日町総合発展計画」は 2018 年から10
年間の朝日町の発展を考えて作られた、最上位の重要
な計画です。
一方で「朝日町まち・ひと・しごと創生総合戦略」は、
町の人口減少を可能な限り抑制していくことに重点を置
いた計画です。
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　　町政スポット

令和２年 春の叙勲　塚本旦道さんが旭
きょくじつそうこうしょう

日双光章、小林晴雄さんが瑞
ずいほうたんこうしょう

宝単光章
■総務課　総務係　☎６７－２１１１

６月５日は「朝日町空気の日」空気に感謝する議会
■議会事務局　☎６７－３３０６

▲町長室にて実際に台を利用してみせる遠藤さん（右）

寄付採納報告

▲議員および町執行部全員で空気に感謝する姿勢

▲ヒメサユリを寄贈する町ひめさゆり愛好会のみなさん

２メートル以上
距離をとる

「新しい生活様式」における

熱中症予防行動のポイント
○ 屋外で人と十分な距離（少なくとも２ｍ以上）
が確保できる場合には、熱中症のリスクを考慮し、
マスクをはずすようにしましょう。また、マスクを
着用している場合には、強い負荷の作業や運動は
避け、のどが渇いていなくてもこまめに水分補給
を心掛けるようにしましょう。
○ 新型コロナウイルス感染症を予防するために
は、冷房時でも換気扇や窓開放によって換気を確
保する必要があります。この場合、室内温度が高
くなるので、熱中症予防のためにエアコンの温度
設定をこまめに調整しましょう。

▲旭日双光章を受章した塚本旦道さん（中央）と妻の惠子さん（右）

▲瑞宝単光章を受章した小林晴雄さん（中央）と妻の幸子さん（右）

　
町
は
平
成
４
年
３
月
、
世
界
環
境

デ
ー
の
６
月
５
日
を
条
例
で
「
朝
日

町
空
気
の
日
」
に
制
定
し
て
い
ま
す
。

「
朝
日
町
空
気
の
日
」
に
ち
な
み
、
町

は
平
成
25
年
か
ら
町
議
会
６
月
定
例

会
を
「
空
気
に
感
謝
す
る
議
会
」
と

し
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。

　
６
月
５
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
開

催
さ
れ
た
議
会
定
例
会
で
は
、
５
日

の
本
会
議
の
開
会
前
、
空
気
神
社
の

参
拝
方
法
に
習
い
、
両
手
を
広
げ
て

天
を
あ
お
ぎ
、
大
き
く
深
呼
吸
を
し

て
空
気
に
感
謝
す
る
姿
勢
を
示
し
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
議
員
、
町
執
行
部

と
も
に
空
気
神
社
を
模
か
た
どっ

た
ネ
ッ
ク

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
着
用
。
机
上
に
は
町
の

木
「
ブ
ナ
」
の
幼
木
を
置
き
、
町
を

あ
げ
て
「
空
気
に
感
謝
し
、
自
然
環

境
を
大
切
に
す
る
ま
ち
」
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
例
年
に
加
え
、
町
ひ
め
さ

ゆ
り
愛
好
会
（
北
村
輝
雄
会
長
／
大

沼
）
の
ご
厚
意
に
よ
り
町
の
花
で
あ

る
鉢
植
え
の
ヒ
メ
サ
ユ
リ
が
寄
贈
さ

れ
、ブ
ナ
の
幼
木
と
と
も
に
机
上
に
飾

ら
れ
議
場
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

※
例
年
「
朝
日
町
空
気
の
日
」
に
は

空
気
神
社
に
て
「
空
気
ま
つ
り
」
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
延
期
が
決
定
し
、
開
催
時
期

は
10
月
下
旬
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　５月18日、遠藤建具店（真中）の遠藤辰明
さんより、手指消毒液用の台を２基寄贈してい
ただきました。手荷物置きと杖・傘立て機能が
ついた、まさに職人の逸品。「邪魔な手荷物を
置いてしっかりと消毒し、ウイルスを撃退しま
しょう」と遠藤さん。
　１基は役場庁舎１階エントランス、もう１基
は病院に設置しています。ぜひご利用ください。

　
今
年
度
の
春
の
叙
勲
に
て
、
塚
本
旦

道
さ
ん
（
大
谷
第
二
）
が
、
旭
日
双
光

章（
※
１
）を
、小
林
晴
雄
さ
ん（
大
沼
）

が
瑞
宝
単
光
章
（
※
２
）
を
受
章
し
ま

し
た
。

　
塚
本
さ
ん
は
昭
和
62
年
12
月
に
町
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
に
選
任
以
来
、
明

る
く
正
し
い
選
挙
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、

有
権
者
一
人
一
人
の
投
票
意
識
の
向
上
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
15
年
12
月
に

は
同
委
員
長
に
就
任
。
棄
権
防
止
と
明

る
い
選
挙
の
推
進
に
よ
り
一
層
の
努
力
を

重
ね
ら
れ
、
全
国
的
に
投
票
率
の
高
い

山
形
県
に
あ
っ
て
も
な
お
常
に
上
位
の

投
票
率
を
誇
る
朝
日
町
の
礎
を
築
か
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
５
年
５
月
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
26
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し
て

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
改
善
更
生

に
つ
い
て
地
域
の
理
解
を
求
め
る
と
と
も

に
、
犯
罪
や
非
行
を
未
然
に
防
ぐ
予
防

活
動
を
献
身
的
に
行
い
、
朝
日
町
の
安

全
安
心
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
章
を
受
け
塚
本
さ
ん
は
、

「
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

お
か
げ
で
す
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
す
べ
て
の
方
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」
と
述
べ
、「
選
挙
管
理
委
員
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

町
の
隅
々
ま
で
回
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
寺
の
中
に
い
る
だ
け
で

は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
多
く
の

こ
と
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
町
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
手
伝

い
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

（
※
１
）
旭
日
双
光
章
と
は

　
社
会
の
様
々
な
分
野
に
お
け
る

功
績
の
内
容
に
着
目
し
、
顕
著
な

功
績
を
挙
げ
た
方
を
表
彰
す
る
場

合
に
授
与
さ
れ
る
勲
章
。

　

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
た
小
林

さ
ん
は
昭
和
49
年
11
月
に
朝
日
町
消
防

団
へ
入
団
し
て
以
来
、
平
成
25
年
３
月

ま
で
約
39
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
火
災

現
場
で
消
火
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、

数
々
の
消
防
団
幹
部
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
18
年
５
月
以
降
は
、

分
団
長
と
し
て
団
員
を
統
括
し
、実
火
災

に
お
い
て
そ
の
見
事
な
指
揮
と
的
確
な

判
断
に
よ
り
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
な
ど
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
っ

て
き
ま
し
た
。

　

火
事
現
場
以
外
の
場
に
お
い
て
も
、

「
近
代
消
防
の
任
務
遂
行
の
た
め
に
は
、

優
秀
な
る
団
員
の
育
成
が
基
本
で
あ
る
」

と
の
理
念
に
基
づ
き
、
団
員
の
教
養
訓

練
に
注
力
。
現
場
で
の
活
動
は
日
頃
の

訓
練
が
基
礎
で
あ
る
と
考
え
、
防
災
訓

練
、
消
防
操
法
審
査
会
を
始
め
と
し
た

各
種
訓
練
を
企
画
・
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
団
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
現
在
も
県
消
防
協
会
西
村
山

支
部
の
操
法
大
会
に
お
い
て
、
常
に
輝

か
し
い
成
績
を
収
め
、
災
害
現
場
に
お

い
て
も
活
動
の
成
果
が
生
き
て
い
ま
す
。

　
受
章
を
受
け
て
小
林
さ
ん
は
、「
当
時

一
緒
に
活
動
し
た
消
防
団
幹
部
の
方
々

を
始
め
と
し
た
町
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
。
こ
の
勲
章
は
私
だ
け
で
は

な
く
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
も
ら
え

た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
感

謝
を
述
べ
、「
今
後
も
こ
れ
ま
で

と
同
じ
気
持
ち
で
地
域
の
た
め
町

の
た
め
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
」

と
今
後
の
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

（
※
２
）
瑞
宝
単
光
章
と
は

　

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
公

務
又
は
公
共
的
な
業
務
に
長
年
に

わ
た
り
従
事
し
て
功
労
を
積
み
重

ね
、
成
績
を
挙
げ
た
方
を
表
彰
す

る
場
合
に
授
与
さ
れ
る
勲
章
。



　　町政スポット

　これからの本格的な出水期を迎えるにあたり、新型コロナウイ
ルス感染症がまん延する状況において、災害が発生し避難所を
開設する場合には、避難所が密集した環境下での集団生活等に
より、ノロウイルス等による感染性胃腸炎やインフルエンザ、新
型コロナウイルスなどの感染が拡大するリスクが高まります。町
では、可能な限り避難所の衛生環境の確保に努めてまいります
が、町民の皆様にも避難にあたりご理解とご協力をお願いします。

■総務課　危機管理係　☎６７－２１１１

避難所における新型コロナウイルス感染症対策
について

昨年の台風 19 号の際に開所された避難所の様子

「避難」とは「難」を「避」けることであり、自宅での安全確保が可能な人は、感染リスクを負ってま
で避難所に行く必要はないと考えます。
町が指定した避難所への避難だけでなく、可能な場合は災害危険のない親戚や友人・知人宅への避
難も検討してください。その場合、大雨や台風などは事前にコースや接近の日時がわかるため、早
めの避難（夕暮れ前）をお願いします。

◆健康状態（体温・体調等）の確認
　避難する際は、感染拡大を未然に回避するため、
・２週間以内に海外又は５月 25 日まで特定警戒都道府県

とされていた５都道県から帰町
・風邪症状や高熱がある
・咳が出る
・強い倦怠感がある
　などがないかチェックしてください。
　もしも、体調に不安があるときは、医療機関を受診さ
れるか、症状が軽微な場合は、在宅避難のご協力をお願
いします。

◆避難所に持っていくもの
　町の備蓄品にないものや数に限りもあることから、自
分の必要なものは自分で持参することを徹底するようお
願いします。
・マスク
・体温計
・寝具（毛布等）
・最低３日分の食料と飲料水
・着替え
・お薬　など

◆手洗い、咳エチケット等の基本的な対策徹底
　避難所での感染拡大を防止するため、避難された際は、
定期的な手洗いと咳エチケット等の基本的な感染対策を
お願いします。体の不調を感じましたら、避難所対応職
員に連絡してください。

◆十分な換気の実施、スペースの確保等
　避難所は個室のような専用のスペースの確保は困難で
す。避難所内は十分な換気に努めるとともに、他の避難
者との距離を２メートル確保させていただきます。そのた
め、収容人数が削減されてしまうことで状況によっては、
別の避難所へ移動をお願いする場合があります。

◆発熱、咳等の症状が出た方の専用スペースの確保
　発熱、咳等の症状が出た方は、専用スペースを確保し
ます。一般の避難者とはゾーン、動線を分けて対応します。

避 難 行 動 判 定 フ ロ ー チ ャ ー ト

朝日町防災マップで自分の家がどこにある
か確認し、印をつけてみましょう

家がある場所に色が塗られていますか？

災害の危険があるので、原則として（※） 、
自宅の外に避難が必要です

ご 自 身 ま た は 一 緒 に 避 難 す る 方
は 避 難 に 時 間 が か か り ま す か？

安 全 な 場 所 に 住 ん で い て 身 を 寄
せ ら れ る 親 戚 や 知 人 は い ま す か？

安 全 な 場 所 に 住 ん で い て 身 を 寄
せ ら れ る 親 戚 や 知 人 は い ま す か？

警戒レベル３（※１）
が出たら、安全な
親戚や知人宅に避
難しましょう（日頃
から相談しておきま
しょう）

警戒レベル４（※２）
が出たら、安全な
親戚や知人宅に避
難しましょう（日頃
から相談しておきま
しょう）

色が塗られていなくても、周りと比べて低い土地
や崖のそばなどにお住まいの方は、町からの避難
情報を参考に必要に応じて避難してください。

（※）浸水の危険があっても、
①洪水により家屋が倒壊又は崩落してしまうおそ
　れの高い区域の外側である
②浸水する深さよりも高いところにいる
③浸水しても水がひくまで我慢できる、水・食糧
　などの備えが十分にある場合は自宅に留まり安
全確保することも可能です。

・朝日町防災マップは平成 29 年
に全戸配布した浸水や土砂災
害が発生するおそれの高い区
域を着色した地図です。着色
されていないところでも災害が
起こる可能性があります。

朝日町防災マップはホーム
ページでも公開しています。

◀防災マップの中
の１頁。基本的に
どの色が塗られ
ていても該当とし
ます。

はい

いいえ

いいえはい

はい はいいいえ いいえ

例外

（※１）警戒レベル３…「危険な場所から高齢者等は避難」 （※２）警戒レベル４…「危険な場所から全員避難」

警戒レベル３（※１）
が出たら、町が指定
している指定緊急避
難場所に避難しま
しょう

警戒レベル４（※２）
が出たら、町が指定
している指定緊急避
難場所に避難しま
しょう
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新型コロナウイルス感染症に   　伴う経済支援策まとめ

個
　
人
　
向
　
け
　
支
　
援

給
　
付

全ての方

特別定額給付金（国）

１人につき 10 万円を給付

朝日町役場
特別定額給付金対策室

☎ 84-7755

令和２年３月末時
点で中学生以下
の子を養育してい
る方

朝日町役場健康福祉課
福祉子育て係

☎ 67-2123

令和２年４月末時
点で高校生以下
の子を養育してい
る方

令和２年８月末日ま
でに３歳になる子を
含む０～２歳児を
養育している方

放課後児童クラブ
を利用している方

子育て世帯への臨時特別給付金（国）

対象の子供 1 人当たり 1 万円を支給（６月下旬
頃を予定）
※原則申請不要・公務員は申請が必要

子育て応援給付金（町）

対象の子供 1 人当たり２万円を支給（６月下旬頃
を予定）※高校 2・３年生のみを養育している方・
公務員等は申請が必要。申請受付後に支給

子育て応援特別手当（町）

６月から９月の期間において１人当たり月５千円
を支給
※公務員以外は原則申請不要

放課後児童クラブ利用料支援（町）

５月から９月分までの利用料の一部を支援
利用料（１人あたり）× 1/2

貸
　
付

休 業 で 収 入 が
減って、家計が苦
しい方

朝日町社会福祉協議会
☎ 67-2465

失 業 で 収 入 が
減って、家計が苦
しい方

緊急小口資金（県社会福祉協議会）

貸付上限 10 万円（特例 20 万円）
償還２年（据置１年）以内、無利子、保証人不要
※償還免除の特例有

総合支援資金（県社会福祉協議会）

貸付上限 単身月15 万円、２人以上世帯月20 万円
（貸付期間３カ月以内）償還10 年（据置１年）以内、
無利子、保証人不要※償還免除の特例有

離職や減収で税
や保険料等の納
付に不安がある方

納税相談（町）（県）（国）

所得の減少の程度により猶予や減免を受けること
ができる

（町税）朝日町役場税務町民課 税務係
☎ 67-2107

（県税）村山総合支庁納税課 西村山税務室
　　　　　 ☎ 86-8136

（国税）寒河江税務署
☎ 86-2244

離職や減収で国
民年金保険料が
払えない方

国民年金保険料臨時特例免除（国）

本人申告の所得見込額を用いた手続きにより、保
険料を免除

ねんきん加入者ダイヤル
☎ 0570-003-004

寒河江年金事務所
☎ 84-2551

猶
予
・
減
免

※ 6 月８日時点
情報は今後変更され
る場合があります

全ての
水道利用者

水道使用料支援（町）
5 月分検針から 9 月分検針までの 5 か月間、水道
使用料を減額
水道使用料（１か月あたり）× 1/2

朝日町役場建設水道課
上下水道係

☎ 67-3570

猶
予
・
減
免

共
通

※
下
線
部
は
、国
の
第
２
次

補
正
予
算
案
内
容
（
予
定
）

事
　
業
　
者
　
向
　
け
　
支
　
援

補
助
金
・
支
援
金

新型コロナ対策
として、テレワー
クなどの設備を
導 入したり、経
営持続のための
改善策や設備投
資等に取り組み
たい事業者

中小企業生産性革命推進事業（国）
新製品等に必要な設備投資や小規模事業者が経営
計画を作成し取り組む販路開拓等を支援
①ものづくり補助金　②持続化補助金　③ＩＴ導
入補助金　※額等の詳細は問合せ先まで

①ものづくり補助金事務局
☎ 050-8880-4053

②朝日町商工会　　 ☎67-2207
③サービス等生産性向上ＩＴ導
入支援事業コールセンター

 ☎ 0570-666-424

中小企業スーパートータルサポ補助金（県）
中小企業の付加価値の向上や、さらに新型コロナ
ウイルスの影響を乗り越えるための設備投資に対
して支援　※額等の詳細は問合せ先まで

スーパートータルサポ補助事
業事務局

☎ 023-665-1077

働き方改革推進支援助成金（テレワークコース）（国）
新型コロナウイルス感染症対策としてテレワークを新規で導
入する場合、テレワーク用通信機器の導入・運用、就業規
則・労使協定等の作成・変更等を支援　補助率：1/2 または
3/4　１企業当たりの上限額：200 万円または 300 万円

テレワーク相談センター
☎ 0120-91-6479

休業しても従業員
の雇用を守りたい

（特例措置４～９月）
（農業従事者、非正規
雇用労働者を含む）

雇用調整助成金（国）（県）（町）
１日当たり15,000 円／人を上限に支給 

（助成率）中小企業 4/5、解雇等を行わない場合 10/10
( 県 ) 国の雇用調整助成金に上乗せ（詳細は問合せ先まで）
( 町 ) 国で認める休業手当相当額から国と県の助成金を
差し引いた額の 1/2 を支援

国の制度については、
　ハローワークさがえ　　　　 ☎86-4221
　山形労働局職業対策課 ☎ 023-626-6101
県の制度については、
　県雇用対策課　　　　☎ 023-630-2377
町の制度については、
　朝日町役場総合産業課　　　☎ 67-2113

県の自粛要請に協
力して休業した事
業者 自粛要請協力金（町）

県の緊急経営改善支援金を受けた事業者または県の要
請期間中、一部期間自粛をした事業者に対し支援
１日当たり法人２万円、個人事業者１万円を町から交付

朝日町役場総合産業課
 ☎ 67-2113

休業要請に係る緊急経営改善支援金（県）
県の要請期間、休業または夜間営業の自粛をした事
業者に対し支援　１事業者当たり 法人：20 万円、個
人事業者：10 万円

県商工産業政策課
☎ 023-630-3151

猶
予
・
減
免

個
人
向
け
支
援

公 営 住 宅 に 住
んでいて収入が
減った世帯

公営住宅家賃減免（町）
収入が減少し基準を下回った世帯に対する家賃を
減免

朝日町役場建設水道課 整備係
☎ 67-2115

令和２年４月時
点で小中学生の
子を養育してい
る方

小中学校給食費支援（町）
学校集金において給食費分を減額して支援
年間給食費（1 人あたり）× 1/2

朝日町教育委員会教育文化課
学校教育係

☎ 67-3302
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事
　
業
　
者
　
向
　
け
　
支
　
援

補
助
金
・
支
援
金

厚生労働省雇用調整助成金等
コールセンター

☎ 0120-60-3999
山形労働局雇用環境均等室

☎ 023-624-8228

子どもの世話で
従業員が休業し
た事業者

（農業従事者を含む）

小学校休業等対応助成金（国）

小学校等の休校に伴い有給の休暇を取得させた事
業者に、１日あたり15,000 円／人を上限に支給

子どもの世話の
ため休業した個人
事業主やフリーラ
ンス

小学校休業等対応支援金（国）

小学校等の休校に伴い休業した場合、１日あたり
7,500 円（定額）を支給

事
　
業
　
者
　
向
　
け
　
支
　
援

貸
　
付

資金繰りのため融
資を受けたい

（最近１か月の売
上が前年または
前々年同期比５%
以上減少している）

令和２年２月以降
の任意の期間に
おいて、前年同期
比 20％以上収入
が減少している

（国税）寒河江税務署
☎ 86-2244

（県税）村山総合支庁納税課 西村山税務室
　　　　　 ☎ 86-8136

（町税）朝日町役場税務町民課 税務係
☎ 67-2107

納税の猶予（国）（県）（町）

一時の納付が困難な事業者からの申請に基づき、
無担保・延滞税なしで最長１年間納税を猶予
※令和２年２月から令和３年１月までの納期限分

厚生年金保険料等の納付猶予（国）

令和２年２月１日から令和３年１月 31 日までに
到来する厚生年金保険料等の納付が納期限より１
年間猶予される

ねんきん加入者ダイヤル
☎ 0570-007-123

寒河江年金事務所
☎ 84-2551

猶
予
・
減
免

令和２年２～ 10 月の任
意の連続する３か月間
において、前年同期比
売上が 30% 以上または
50％以上減少している

Ｒ３年度固定資産税減免（町）
事業用設備や建物等の固定資産税について、売上減
少に応じ軽減
売上減少 30% 以上→ 1/2 に軽減
売上減少 50% 以上→全額軽減

朝日町役場税務町民課
税務係

☎ 67-2107

雇用調整助成金
等の支給申請に
係る事務代行を
依頼した事業所

雇用調整助成金申請手続き支援事業補助金（町）

雇用調整助成金等の支給申請に係る事務の代行を社
労士等に依頼した場合に要する代行報酬等を助成
補助率 1/2、上限 20 万円

朝日町役場総合産業課
☎ 67-2113

新型コロナウイ
ルス感染症予防
対策を実施した
事業者

感染症予防対策支援事業（町）

感染症予防対策経費（間仕切り、消毒液の設置等）
に対し助成
補助率 4/5、上限 20 万円

農産物価格低迷
による農家への
融資

アグリマイティ資金（ＪＡ）

貸付上限 500 万円、償還 10 年（据置２年）以内、
無利子（ＪＡと町で利子補給）、保証料ゼロ

ＪＡさがえ西村山融資運用課
☎ 86-8189

商工中金の融資（国）

危機対応融資：貸付上限３億円、償還（運転）15 年（据
置５年）以内、利子当初３年間下限 0.21％、4 年目以
降下限 1.11％　☆要件に合えば、３年間実質無利子

商工中金各支店
相談窓口

☎ 0120-542-711

特別利子補給制度　★上記 2 つの制度の無利子化要件（３年間実質無利子）

売上が５％減少（個人事業主（小規模））、15％減少（小規模事業者（法人））、20％
減少（中小企業者）以上の場合：補給対象上限（国民事業３千万円、中小事業危機
対応融資１億円） 

日本政策金融公庫各支店
相談ダイヤル 

☎ 0120-154-505

日本政策金融公庫の融資（国）
特別貸付（中小事業）：貸付上限 3 億円、 償還（運転）15
年（据置 5 年）以内、利子当初 3 年間下限 0.21％、4 年
目以降下限1.11％　☆要件に合えば、３年間実質無利子

特別貸付（国民事業）：貸付上限 6 千万円、償還（運転）
15 年（据置 5 年）以内、利子当初 3 年間下限 0.46％、4
年目以降下限1.36％　☆要件に合えば、３年間実質無利子

最近１か月の売上
が前年同期比 10%
以上減少している
（農林漁業者）

山形県災害・経営対策資金

貸付上限 500 万円、償還 5 年（据置 1 年）以内、
無利子（５年間）、保証料ゼロ

県内取扱金融機関
（詳しくは各金融機関へお問

い合わせ下さい）

資金繰りのため
融資を受けたい
（農林漁業者）

農林漁業セーフティネット資金（国）

貸付上限 1,200 万円、償還 10 年（据置 3 年）以内、
無利子（５年間）6 年目以降 0.16 ～ 0.17％、保
証料ゼロ

日本政策金融公庫
山形支店農林水産事業

☎ 023-625-6135

県特別金融相談窓口
（県中小企業振興課）

☎ 023-630-2359
県内取扱金融機関

（詳しくは各金融機関へお問
い合わせ下さい）

地域経済変動対策資金（県）

貸付上限２億円 、償還 10 年（据置２年）以内、
無利子、保証料ゼロ

地域経済変動対策資金（県）

貸付上限５千万円、償還 10 年（据置２年）以内、
無利子、保証料ゼロ

新型コロナウイルス感染症対応資金（県）

貸付上限 3 千万円、償還 10 年（据置５年）以内、
無利子（３年間）、保証料ゼロ

最 近１か月の売
上が前年同期比
30% 以上減少し
ている

売上が５% 以上（個人
事業主）または15% 以
上（中小企業、小規模
事業者）減少している

最 近１か月の売
上が前年同期比
50% 以上減少し
ている

売上が前年同月比
20％以上 50％未
満減少している

（農業従事者を含む）

小規模事業主事業継続給付金（町）

昨年1年間の売上からの減少分を支給
法人：上限 40 万円　個人事業者：上限 20 万円

持続化給付金（国）（町）

昨年1年間の売上からの減少分を支給
法人：上限 200 万円　個人事業者：上限100 万円

（町）国の持続化給付金額の 20％を支給

国の制度については、
　持続化給付金事業コールセンター

☎ 0120-115-570

国の制度について、農林漁業者の方は、
　ＪＡさがえ西村山営農企画課 

☎ 86-8184
　朝日営農生活センター   ☎ 67-3535

町の制度については、
　朝日町役場総合産業課　☎67-2113
　朝日町役場農林振興課　☎67-2114

売上が前年同月
比 50% 以上減少
している

（農業従事者を含む）

貸
　
付

新型コロナウイルス感染症に   　伴う経済支援策まとめ
※
下
線
部
は
、
国
の
第
２
次
補
正
予
算
案
内
容

（
予
定
）

※ 6 月８日時点
情報は今後変更され
る場合があります
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「
旅
の
つ
ば
く
ろ
」沢

木
　
耕
太
郎
　
著

　
思
い
起
こ
せ
ば
私
が
初
め
て
１
人
だ

け
の
大
旅
行
を
し
た
の
が
16
歳
の
と
き

の
東
北
一
周
旅
行
だ
っ
た
…
。
世
界
を

巡
っ
て
き
た
著
者
が
、
あ
の
頃
の
よ
う
に

日
本
を
気
ま
ま
に
歩
い
て
綴
っ
た
旅
エ
ッ

セ
イ
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
車
内
誌
「
ト
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
」
連
載
を
単
行
本
化
。

「
ち
ち
ゃ
こ
い
や
つ
」

ロ
ブ
・
ハ
ド
ソ
ン
　
さ
く

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
　
や
く

　
お
な
か
を
す
か
せ
た
お
お
か
み
が
、
ほ

ら
穴
の
な
か
の
小
さ
な
い
き
も
の
を
お
び

き
出
そ
う
と
、
あ
の
手
こ
の
手
で
が
ん
ば

り
ま
す
。は
た
し
て
お
お
か
み
の
作
戦
は
、

成
功
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

味
の
あ
る

山
形
弁
も
魅
力
の
絵
本
。

【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼
告
解
／
薬
丸
岳　
▼
逆
ソ
ク
ラ
テ
ス
／

伊
坂
幸
太
郎　
▼
銀
花
の
蔵
／
遠
田
潤

子　
▼
ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
／
島
田
雅
彦　

▼
四
神
の
旗
／
馳
星
周　
▼
江
戸
の
夢
び

ら
き
／
松
井
今
朝
子　
▼
駆
け
入
り
の

寺
／
澤
田
瞳
子　
▼
猫
を
棄
て
る
／
村

上
春
樹　
▼
濱
地
健
三
郎
の
幽(
か
く

れ)

た
る
事
件
簿
／
有
栖
川
有
栖　
▼

ア
メ
リ
カ
ン
・
プ
リ
ズ
ン
／
シ
ェ
ー
ン
・

バ
ウ
ア
ー　
▼
地
図
で
見
る
イ
タ
リ
ア
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
／
オ
ー
レ
リ
ア
ン
・
デ
ル
ピ

ル
ー　
▼
14
歳
か
ら
の
読
解
力
教
室
／

犬
塚
美
輪　
▼
籐
で
作
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー

と
小
物
／
堀
川
波　
▼
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

な
メ
ン
ズ
服
／
駒
場
健
太　
▼
全
国
Ｓ

Ａ
・
Ｐ
Ａ
道
の
駅
ガ
イ
ド
20—

21　
▼
週

末
海
外
ひ
と
り
旅　
▼
笑
っ
て
生
き
き
る

／
瀬
戸
内
寂
聴　
▼
女
性
リ
ー
ダ
ー
が

生
ま
れ
る
と
き
／
野
村
浩
子　
▼
カ
ケ
ラ

／
湊
か
な
え　
▼
こ
ん
ぱ
る
い
ろ
、
彼
方

／
椰
月
美
智
子　
▼
妖(

あ
や
か
し)

の

掟
／
誉
田
哲
也　
▼
死
者
と
の
対
話
／

石
原
慎
太
郎　
▼
少
年
と
犬
／
馳
星
周

▼
ル
ポ
老
人
受
刑
者
／
斎
藤
充
功  

ほ
か

町
立
図
書
館
新
刊
案
内

　
日
頃
よ
り
朝
日
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
運
営
に
対
し
、
多
大
な
る
ご

協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
を
健
全
に

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和

53
年
５
月
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
の
単
位
団
は
４
団
で
活
動
を
開

始
し
、
そ
の
後
新
規
団
の
設
立
等
に

よ
っ
て
、
現
在
９
団
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
年
１
回
町
民
体
育
館
を
会
場
に

開
催
さ
れ
る
結
団
式
で
は
朝
日
町

の
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
一
堂
に
会

し
、
団
ご
と
に
大
縄
跳
び
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
競
い
合
い
、
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

　
現
在
町
内
で
の
ス
ポ
少
の
加
入

率
は
３
割
く
ら
い
な
の
で
す
が
、
子

ど
も
た
ち
に
は
ス
ポ
少
に
限
ら
ず
い

ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
し
や
っ
て

み
た
も
の
が
合
わ
な
か
っ
た
ら
違
う

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
も
１
つ
の
選
択

肢
。
辞
め
る
こ
と
が
必
ず
し
も
悪
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
り
た
い

も
の
が
あ
れ
ば
ど
ん
ど
ん
ト
ラ
イ
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
大
切
な

子
ど
も
さ
ん
達
の
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
成
長
を
見
守
っ
て
い
け
る
よ
う

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
．
指
導
方
針
は
？

Ａ
．
野
球
の
面
白
さ
が
伝
わ
る
よ

う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
技
術
的

に
は
１
つ
の
こ
と
に
固
執
し
な
い

で
い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
が
あ
る
こ

と
を
伝
え
、
型
に
は
め
な
い
よ
う

気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
チ
ー
ム
名
「
朝
日
サ
ン
フ
ラ

ワ
ー
ズ
」
の
由
来
は
？

Ａ
．
ひ
ま
わ
り
（
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー

の
日
本
語
訳
）
は
小
さ
い
花
が
集

ま
っ
て
で
き
て
い
る
こ
と
と
、
太

陽
に
向
か
っ
て
動
く
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
も
太
陽
に
向
か
っ

て
真
っ
す
ぐ
育
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
か
ら
で
す
。

Ｑ
．
団
の
決
ま
り
ご
と
は
？

Ａ
．「
あ
い
さ
つ
」「
元
気
」「
思
い

や
り
」
の
３
つ
の
約
束
が
あ
り
、

こ
と
あ
る
ご
と
に
言
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
？

Ａ
．
体
が
硬
い
子
が
多
い
の
も
あ

り
ス
ト
レ
ッ
チ
は
し
っ
か
り
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
け
が
の

予
防
に
も
な
り
ま
す
し
、
体
も
頭

も
柔
ら
か
く
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【ブックテーマコーナー】
　　特集　 没後10年企画

「井上ひさし作品」を読む

「
や
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば

ど
ん
ど
ん
ト
ラ
イ
し
て
ほ
し
い
」

朝
日
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長　
成
原 

誠
さ
ん

今号から始まった町のスポーツ少年団を紹介する短期連載コーナー。
１号に２つの団体ずつ紹介します。１回目はスポーツ少年団の本部長
である成原誠さんのお話と朝日野球スポーツ少年団を紹介します。

▲結団式にて挨拶を述べる成原本部長

▲昨年行われた結団式での大縄跳び

「
朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

代
表
指
導
者　
成
原 

誠
さ
ん

第１回
「朝日町スポーツ少年団」

■単位段数　９団　　  ■設立年　昭和 53 年
■本部長　　成原 誠　 
■連絡先　　67-2118（事務局　教育文化課）

「朝日野球スポーツ少年団」
■活動日時　　土日 朝 6:30 ～（シーズン中）
■設立年　　　昭和 62 年  ■活動場所　緑が丘グラウンド
■母集団会長　阿部 歩　　■連絡先　　67-7283
■代表指導者　成原 誠　　■連絡先　　67-7777

　
こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
鈴
木
で
す
。
今
回
は
、
５
月
後

半
に
行
っ
た
棚
田
で
の
田
植
え
の
様

子
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

始
め
に
手
押
し
の
田
植
え
機
を

使
っ
て
植
え
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
一

往
復
で
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら
な
く
な

る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。「
ど
う
し
よ

う
！
！
」
と
な
り
ま
し
た
が
、
機
械

植
え
は
諦
め
、
み
ん
な
で
手
植
え
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
苗
を
配
る
役
、
植
え
る
役
な
ど
に

分
か
れ
て
、
田
植
え
ス
タ
ー
ト
。
最

初
は
調
子
よ
く
植
え
て
い
け
た
の
で

す
が
、
場
所
に
よ
っ
て
足
を
と
ら
れ
、

植
え
る
よ
り
も
足
を
抜
く
こ
と
に
て

こ
ず
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
の
履

い
て
い
た
長
靴
が
雪
下
ろ
し
用
と
い

う
こ
と
と
、
体
重
が
重
い
こ
と
が
原

因
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
同
じ
場
所

で
植
え
て
い
る
と
、
足
が
埋
ま
っ
て

し
ま
い
抜
く
の
に
一
苦
労
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
な
ん
と
か
一
つ
の
田
ん

ぼ
を
終
わ
ら
せ
、
一
休
み
の
時
に
胴

長
を
お
借
り
し
ま
し
た
。
胴
長
を
履

く
と
、
足
を
抜
く
の
が
大
分
楽
に
な

り
ま
し
た
。
で
す
が
、
最
初
の
田
ん

ぼ
で
は
、
雑
談
を
す
る
余
裕
が
あ
り

ま
し
た
が
、
次
の
田
ん
ぼ
で
は
、
胴

長
を
履
い
て
い
て
も
疲
れ
で
余
裕
が

な
く
な
り
、
黙
々
と
田
植
え
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
田
植
え
を
し
な
が
ら
「
昔
は
、
機

械
な
ど
無
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
よ
う

に
お
米
を
手
植
え
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
な
」「
お
米
を
育
て
る
と
き
水
田
に

最
初
に
し
た
の
は
、
誰
が
い
つ
し
た

の
だ
ろ
う
？
」
と
い
っ
た
こ
と
が
思

い
浮
か
び
、
気
に
な
っ
て
調
べ
て
見

た
と
こ
ろ
、
今
か
ら
２
，
５
０
０
年

前
の
縄
文
時
代
に
「
水
田
で
の
米
作

り
」
の
技
術
が
伝
わ
り
、
田
ん
ぼ
で

イ
ネ
を
作
り
始
め
た
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

な
が
ら
作
業
を
し
て
い

る
と
、
な
ん
と
か
お
昼

く
ら
い
ま
で
で
田
植
え

が
お
わ
り
ま
し
た
。
今

回
は
苦
労
を
し
た
分
、

美
味
し
い
お
米
が
収
穫

で
き
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
！
！

町地域おこし協力隊と桃色ウサヒの「中の人」こと、
佐藤恒平情報交流総合アドバイザーによる連載コーナー。
日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。

晴天の下、田植えに励む
鈴木隊員（一番奥）

「棚田で田植え、手強い手植え」
移住・交流推進員（地域おこし協力隊）　鈴 木 公 人 （南陽市出身）

き み と



５月１日～５月 31日届出

人口と世帯数Population
●令和２年　５月３１日 現在

（※外国人を含む）

　人　口 ６，６３４ 人 (－  ６)
　　　男 ３，２８９ 人 (－　１)

　　女 ３，３４５ 人 (－  ５)
　世帯数 ２，３９２ 世帯 (＋   ４)

------ ５月中の異動 ------
出生　　０人　　　転入 　８人
死亡　　５人　　　転出 　９人

※（　）内は先月比

古　槇 清　野　和　夫 和　志
西船渡 海　野　千代子 　强　
沼　向 　井　安　藏 安　博
大　町 清　野　正　直 義　弘
大谷第六 阿　部　秋　治 幸　治

やすらかにObituaries
区　名 死亡者氏名 世帯主名

松 田  鉄 平
（栄　町）

熊 澤  悠
（東京都）

おしあわせにMarriages

掲載を希望しない場合は

届け出の際にお申し付けください

　
水
無
月
に
入
り
、
蒸
し
暑
い
日

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
室

内
運
動
第
２
弾
で
す
。
今
年
の
４

月
か
ら
町
の
保
健
師
と
し
て
務
め

て
い
ま
す
山
田
が
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
季
節
の
変
わ
り
目
を
健
や
か
に

過
ご
す
に
は
、
運
動
を
し
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
お
す
す
め

で
す
。
梅
雨
や
夏
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
、
脱
水
症
状
に
気
を
付
け

な
が
ら
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
で

体
を
動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ポ

イ
ン
ト
は
、
①
反
動
を
つ
け
ず
に

ゆ
っ
く
り
と
動
か
す
こ
と
、
②
無

理
を
し
な
い
で
行
う
こ
と
で
す
。

背
も
た
れ
の
あ
る
イ
ス
を
使
っ
て

行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◇
片
足
を
上
げ
膝
を
伸
ば
す
体
操

効
果
：
お
な
か
（
腹
筋
）
や
太
も

も
の
筋
力
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
効

い
て
い
る
と
こ
ろ
を
意
識
す
る
こ

と
で
さ
ら
に
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

方
法
：
手
を
腰
に
当
て
、
両
方
の

足
の
裏
を
床
に
つ
け
て
座
り
ま
す
。

「
１
．
２
．
３
．
４
」
と
声
に
出
し

な
が
ら
ひ
ざ
を
伸
ば
し
ま
す
。
腰

を
反
ら
さ
ず
、
お
腹
に
力
を
入
れ

ま
し
ょ
う
。次
に「
５
．６
．７
．８
」

と
足
を
戻
し
、
左
右
の
足
を
交
互

に
動
か
し
ま
す
。（
図
１
）

◇
か
か
と
の
上
げ
下
げ
運
動

効
果
：
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
力
を
強

化
し
、
引
き
締
め
に
有
効
で
す
。

方
法
：
イ
ス
の
後
ろ
に
立
ち
両
手

は
背
も
た
れ
に
添
え
ま
す
。
両
足

は
肩
幅
程
度
に
開
き
、
背
す
じ
を

伸
ば
し
て
立
ち
ま
す
。「
１
．２
．３
．

４
」
と
両
か
か
と
を
上
げ
つ
ま
先

立
ち
に
な
り
ま
す
。
次
に「
５
．
６
．

７
．
８
」
と
か
か
と
を
ゆ
っ
く
り
と

床
に
下
ろ
し
ま
す
。（
図
２
）

　

日
常
へ
と
戻
り
つ
つ
あ
る
今
、

徐
々
に
体
を
動
か
し
心
も
体
も
い

き
い
き
と
し
て
日
々
の
活
動
を
楽

し
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
自
分
の

ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
た
り
と
行
う
体
操

は
じ
ん
わ
り
体
に
効
い
て
い
き
ま

す
。
無
理
せ
ず
で
き
る
回
数
か
ら

行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
健
康
福
祉
課 

保
健
医
療
係

☎
67-

２
１
１
６

おうち時間に
　　　「イスで体操！」

今月の担当…山田 早紀子　保健師
【2020 年度 第３回】

182020.619 2020.6

　ミズバショウは日本では中部地方以北の湿地に自生しています。杉山か
ら水本に広がる高原は湧水が豊富な地域で、湧き出た水が集まって流れて
いる沢の周辺にミズバショウが群生しており、杉山地区で整備して公開し
ております。雪解けとともに美しい姿を見せてくれる白い花びらのように
見えるのは仏

ぶつえんほう
炎苞と呼ばれる葉の変形したもので、その中央に小さな花を

多数付けた茎が立っています。葉は花の後に出て、長さ８０cm、幅３０
cm に達する大きなものです。

杉山 水
み ず ば し ょ う

芭蕉園第 34 回

　「バショウ」とは芭蕉布の材料に利用されている「イトバショ
ウ」の葉に似ていることに由来しており、花言葉の「美しい
思い出」はミズバショウの花が咲く尾瀬の情景を歌った名曲

「夏の思い出」にちなむと言われているんだよ。毒性があり、
クマが葉や花を食べる場合があるが、これは冬眠後などに体
内の老廃物等を排出するための嘔吐剤・下剤として食べるそ
うなので、人間は絶対にまねしてはいけないんだよ。

【DATA】　杉山集落から東の水本に向かう町道に入り、急な坂道を約
　　　　  ３km 上った大道地内の道路脇にある       

【一言メモ】開花時期 :４月下旬～５月上旬頃
写真は平成２年４月 28 日に撮影したものです

　町立図書館が６月１日で創立 20 周年となることを記念し
て、「図書バック」を作成しました。館内図書を借りる際、
これに入れて貸し出します。返却時には、バックごと回収し
ます。ビニール生地のバックのサイズは2種類、どちらにも「桃
色ウサヒ」が描かれ、親しみやすいデザインとなっています。
　図書館は５月19日から貸出・返却利用のみで開館してい
ます。ぜひご利用ください。

お問合せ　教育文化課生涯学習係　☎ 67-2118

貸出用図書バッグを作成しました

図１図２

案内人の
つぶやき

322
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■
編

集
 朝

日
町

広
報

委
員

会
山

形
県

西
村

山
郡

朝
日

町
大

字
宮

宿
1115

☎
0237（

67）2111
第

763号
令

和
2

年
6

月
16日

発
行

広
報

あ
さ

ひ
ま

ち

広報あさひまち版 桃色ウサヒの間違い探し

間違い探しの答えは町ホームページ広報あさひまち令和２年６月号のところに掲載しています

　
今
回
の
特
集
は
「
第
２
期 

朝
日
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と
「
朝
日

町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま

し
た
。
や
は
り
ど
う
し
て
も
難
し
い
内
容
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
特
集
の
中
で
参

加
委
員
さ
ん
の
声
に
あ
る
よ
う
に
、
今
月
号

ま
た
は
全
戸
配
布
さ
れ
た
総
合
戦
略
の
概
要

版
を
家
庭
内
で
の
話
の
き
っ
か
け
に
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て

町
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
行
動
し
て
い
く
こ

と
が
町
の
明
る
い
将
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
４
頁
を
使
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
伴
う
経
済
支
援
策
を
ま
と
め
ま

し
た
。
町
だ
け
で
な
く
、
県
と
国
の
取
組
も

で
き
る
限
り
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん

が
申
請
す
る
際
の
一
助
と
な
り
ま
し
た
ら
幸

い
で
す
。
で
す
が
、
ま
と
め
た
ば
か
り
で
す

ぐ
に
国
の
第
２
次
補
正
予
算
案
が
閣
議
決
定

さ
れ
た
の
で
、
今
回
ま
と
め
た
情
報
も
拡
充
・

追
加
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
な
る
べ

く
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
を
目
指
し
工
夫

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

鈴
木
貴
典

活気ある町を
次世代へ

間違いは上下で
３つずつあるよ

　
町
非
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
桃
色

ウ
サ
ヒ
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
て
、
全
５

回
に
渡
り
公
開
さ
れ
た
「
ウ
サ
ヒ
間

違
い
探
し
」
が
そ
の
難
易
度
の
高

さ
か
ら
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ツ

イ
ッ
タ
ー
の
他
に
ふ
る
さ
と
納
税
の

お
礼
状
に
も
ウ
サ
ヒ
の
間
違
い
探
し

が
採
用
さ
れ
、
Ｔ
Ｖ
や
新
聞
等
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
広
報
誌
で
も
間
違

い
探
し
を
実
施
し
て
み
ま
し
た
。
上

下
そ
れ
ぞ
れ
に
３
つ
ず
つ
間
違
い
が

あ
り
ま
す
。
広
報
誌
版
と
い
う
こ
と

で
実
写
か
つ
難
易
度
は
控
え
め
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
簡
単
す

ぎ
る
と
い
う
方
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
に

て
「
＃
ウ
サ
ヒ
間
違
い
探
し
」
で
検

索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。


